
１　豊後大野市との一体的利活用の検討について ３　芝の改善状況について

（１）目的等

①　H29.4.17状況

（２）スケジュール（案）

②　H29.６.22状況

２　検討すべき課題

H29.5
一体的利活

用検討WG

H29.6
一体的利活

用検討会

H30年度
利活用策決定

○一体的利活用検討会メンバー

　・河川課 ・体育保健課

　・行政企画課 ・観光・地域振興課

　・芸術文化スポーツ振興課 ・豊肥振興局

　・うつくし作戦推進課 ・豊後大野市

　・公園・生活排水課

利活用策

の検討、

協議

　　県・市両施設が相乗効果を発揮できるような利活用策の検討

　　・民間活力の導入

　　・市が所有する他のスポーツ施設との連携強化
　　　（スポーツツーリズムの推進）

　　・両施設を相互に利用する顧客の開拓

裸地化
（芝の葉だけではなく根までなく
　なっている状態）

・芝への水やり、芝刈り等の養生を7月20日まで行い、グラウンドコンディションの
　回復に努める。
・芝の状況を見極めながら、今後は、適正な管理を行う。

裸地化したところには
芝の張替を実施

　芝の養生作業の実施（平成29年5月から7月20日まで）

　　　・トラクターによるならし作業（グラウンドの凸凹の解消、芝の植生促進）など
　　○県

　　○豊後大野市

　　　・芝の張替（指定管理施設サービス向上推進事業を活用）

H29.2　豊後大野市要望書（抜粋）

　・官民連携の導入も踏まえた一体的な利活用とそのための施設改修など
　　を検討して欲しい。
　・現行同様の指定管理を継続することは、財政面等においても厳しい環
　　境にある。

H29.2　平成28年度第3回行革本部会議及び推進委員会に提示した方向性（抜粋）

　・平成30年度までに、市と協議の上、活用策を検討する。

　・利活用策検討のため、平成30年度～31年度は豊後大野市を指定管理者
　　として、委託料を支出する。

平成２８年度実施の指定管理者評価部会（Ａ）の意見

　管理コストの逓減は一定程度必要であるが、芝の管理状況は一昨年、昨年と悪化している。
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